
平成14年（2002年）

今月の主な内容

できごと ……………………………………２・３

生涯学習コーナー …………………………４・５

年金広報・他 ……………………………………６

消費税等の確定申告・国保 ……………………７

お知らせ ……………………………………８・９

いたずらわんぱく・フレッシュヤング・他…10

3月
No.  559

南保育所



利
根
郡
子
ど
も
会
上
毛
か
る
た
大

会
が
月
夜
野
町
の
月
夜
野
中
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
小
学
生
低
学
年
団
体
の
部

で
笠
原
雄
太
、
笠
原
拓
馬
、
入
澤
佑

紀
（
敬
称
略
）
達
の
越
本
チ
ー
ム
が

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

越
本
チ
ー
ム
は
二
月
三
日
（
日
）

に
行
わ
れ
る
群
馬
県
子
ど
も
会
上
毛

か
る
た
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

選
手
、
役
員
の
皆
さ
ん
早
朝
よ
り

大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

第
二
十
九
回
片
品
村
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
ス
キ
ー
大
会
兼
第
二
十
五
回
小

学
生
総
体
ス
キ
ー
競
技
会
片
品
予
選

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ル
ペ
ン
が
丸
沼
高
原
ス
キ
ー

場
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
が
水
芭
蕉

コ
ー
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ル
ペ
ン
会
場
の
丸
沼
高
原
ス
キ

ー
場
様
、
関
係
役
員
の
皆
様
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
大
回
転
女
子

優
　
勝
　
星
野
絵
莉
奈
（
片
小
）

準
優
勝
　
金
子
　
優
美
（
片
小
）

第
三
位
　
金
子
　
成
美
（
片
小
）

☆
大
回
転
男
子

優
　
勝
　
荒
木
　
一
輝
（
片
小
）

準
優
勝
　
山
崎
　
龍
哉
（
片
小
）

第
三
位
　
植
田
　
華
衣
（
片
小
）

☆
距
離
女
子

優
　
勝
　
戸
丸
　
　
茜
（
南
小
）

準
優
勝
　
星
野
　
彩
香
（
南
小
）

第
三
位
　
萩
原
　
　
梓
（
北
小
）

☆
距
離
男
子

優
　
勝
　
入
澤
　
　
慧
（
片
小
）

準
優
勝
　
入
澤
　
祐
成
（
片
小
）

第
三
位
　
飯
塚
　
　
剛
（
武
尊
根
小
）

☆
距
離
リ
レ
ー
女
子

優
　
勝
　
花
　
咲
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝
　
北
地
区
Ａ
チ
ー
ム

第
三
位
　
片
　
小
Ａ
チ
ー
ム

☆
距
離
リ
レ
ー
男
子

優
　
勝
　
片
　
小
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝
　
片
　
小
Ｂ
チ
ー
ム

第
三
位
　
北
地
区
Ａ
チ
ー
ム

☆
大
回
転
女
子
４
年
生

優
　
勝
　
植
田
　
美
菜
（
片
小
）

準
優
勝
　
後
藤
　
綾
香
（
片
小
）

第
三
位
　
荒
木
　
紫
穂
（
片
小
）

☆
大
回
転
男
子
４
年
生

優
　
勝
　
金
子
　
一
重
（
片
小
）

準
優
勝
　
星
野
　
　
基
（
片
小
）

第
三
位
　
佐
々
木
仁
徳
（
南
小
）

☆
大
回
転
女
子
５
年
生

優
　
勝
　
萩
原
　
　
萌
（
北
小
）

準
優
勝
　
桑
原
　
　
望
（
片
小
）

第
三
位
　
星
野
　
温
子
（
南
小
）

☆
大
回
転
男
子
５
年
生

優
　
勝
　
山
崎
　
龍
哉
（
片
小
）

準
優
勝
　
星
野
　
　
駿
（
片
小
）

第
三
位
　
星
野
　
有
喜
（
南
小
）

☆
大
回
転
女
子
６
年
生

優
　
勝
　
金
子
　
優
美
（
片
小
）

準
優
勝
　
星
野
絵
莉
奈
（
片
小
）

第
三
位
　
桑
原
　
泉
希
（
片
小
）

☆
大
回
転
男
子
６
年
生

優
　
勝
　
荒
木
　
一
輝
（
片
小
）

準
優
勝
　
佐
藤
　
昌
也
（
南
小
）

第
三
位
　
植
田
　
華
衣
（
片
小
）

☆
距
離
女
子
４
年
生

優
　
勝
　
入
澤
　
佑
紀
（
片
小
）

準
優
勝
　
横
坂
美
智
子
（
片
小
）

第
三
位
　
芝
崎
　
仁
美
（
片
小
）

☆
距
離
男
子
４
年
生

優
　
勝
　
星
野
　
大
夢
（
片
小
）

準
優
勝
　
笠
原
　
拓
馬
（
片
小
）

第
三
位
　
横
坂
　
拓
也
（
片
小
）

☆
距
離
女
子
５
年
生

優
　
勝
　
戸
丸
　
　
茜
（
南
小
）

準
優
勝
　
小
須
田
菜
摘
（
片
小
）

第
三
位
　
星
野
　
優
美
（
南
小
）

☆
距
離
男
子
５
年
生

優
　
勝
　
入
澤
　
祐
成
（
片
小
）

準
優
勝
　
飯
塚
　
　
剛
（
武
尊
根
小
）

第
三
位
　
萩
原
　
　
聡
（
北
小
）

☆
距
離
女
子
６
年
生

優
　
勝
　
星
野
　
彩
香
（
南
小
）

準
優
勝
　
萩
原
　
　
梓
（
北
小
）

第
三
位
　
星
野
早
也
佳
（
北
小
）

☆
距
離
男
子
６
年
生

優
　
勝
　
入
澤
　
　
慧
（
片
小
）

準
優
勝
　
山
　
　
敬
太
（
片
小
）

第
三
位
　
宮
田
　
裕
樹
（
南
小
）
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広報かたしな H14. 3

１
27

郡子ども会
かるた大会

１
31

練習の成果を
スキーで発揮

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
大
会

小
学
生
総
体
片
品
予
選
会
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広報かたしな H14. 3

片
品
小
学
校
で
は
、
三
月
末
ま
で

を
目
安
に
挨
拶
及
び
交
通
安
全
運
動

を
二
月
十
八
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。
職
員
が
校
門
や
観
光
協
会
、
商

工
会
付
近
に
立
ち
、
朝
と
放
課
後
に

街
頭
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
こ
の
冬
の
降
雪
が
多
い

こ
と
や
路
上
駐
車
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
の

車
が
多
い
等
、
学
校
付
近
の
交
通
事

故
の
心
配
か
ら
、
安
全
な
歩
行
が
一

層
望
ま
れ
る
か
ら
で
す
。

さ
ら
に
、
今
回
学
校
の
経
営
に
つ

い
て
保
護
者
の
意
見
を
参
考
に
す
る

た
め
に
実
施
し
た
「
保
護
者
か
ら
の

学
校
評
価
」
か
ら
、
挨
拶
が
で
き
て

い
な
い
と
感
じ
て
い
る
家
庭
が
二

〇
％
で
あ
る
こ
と
や
、
交
通
安
全
が

徹
底
さ
れ
て
い
な
い
等
の
課
題
が
分

か
り
ま
し
た
。

学
校
内
で
は
で
き
る
の
に
地
域
に

戻
る
と
で
き
な
い
、
学
校
で
の
学
習

が
実
際
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
す
。
学
校
で
の
指
導
を
さ
ら
に
工

夫
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
も
、
横

断
歩
道
や
歩
道
橋
を
し
っ
か
り
渡

る
、
挨
拶
を
か
け
合
う
等
、
地
域
全

体
で
の
取
組
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
大
人
が
ま
ず
手
本
を
示

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
か
た
し
な
冬
ま
つ
り
２
０
０
２
」

ス
ノ
ー
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
二
月

一
日
か
ら
三
日
ま
で
、
花
の
谷
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
内
の
企
業

や
学
校
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
合
計
二

十
七
の
雪
の
ア
ー
ト
を
数
日
間
か
け

て
制
作
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
三
日
間
で
約
４
５
０
０

人
が
訪
れ
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

雪
像
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

二
日
に
は
、
第
七
回
越
本
御
神
火

祭
が
中
里
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
約
２
０
０
０
人
が
集
ま

り
、
越
本
神
輿
保
存
会
の
会
員
、
観

光
客
が
入
り
混
じ
り
、
神
輿
を
担
ぎ

回
り
ま
し
た
。

ま
た
、
尾
瀬
太
鼓
の
演
奏
や
越
本

地
区
児
童
に
よ
る
「
稚
内
ソ
ー
ラ
ン

節
」
が
祭
り
を
更
に
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。

2002▲

▲

第７回
越本御神火祭

スノーアート
コンテスト

▲ 寒
さ
に
負
け
ず
、
熱
気
は

最
高
潮
Y

▲
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
の

「
馬
」（
丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場
）

交
通
安
全
に
全
力
で
取
組
中
！

〜
片
小
保
護
者
の
学
校
評
価
か
ら
〜



村
の
生
涯
学
習
推
進
を
図
る
た
め

の
「
片
品
村
生
涯
学
習
指
導
者
バ
ン

ク
」
で
す
が
、
年
度
の
変
わ
り
目
に

な
り
改
訂
の
時
季
と
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
に
該
当
さ
れ

る
方
は
、
全
戸
配
布
の
「
登
録
改
訂

申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
い
た
だ
く

か
、
電
話
で
必
要
事
項
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
、
四
月
二
十
六
日
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

①
訂
正

す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、

名
前
の
間
違
い
や
登
録
内
容
を
変
更

さ
れ
た
い
方
。

②
新
規
登
録

前
回
は
登
録
し
な
か
っ
た
が
、
今

回
新
た
に
登
録
し
た
い
方
や
自
主
活

動
グ
ル
ー
プ
な
ど
。

※
新
規
登
録
さ
れ
る
方
は
、
名
前
や

電
話
番
号
な
ど
を
記
載
し
た
用
紙
が

全
戸
配
布
さ
れ
る
こ
と
を
ご
承
知
お

き
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
制
度
は
無
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

③
削
除

す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、

事
情
に
よ
り
登
録
を
取
り
け
し
た
い

方
。

広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
四
年
二
月
俳
句
会

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

春
の
風
邪
村
に
一
つ
の
診
療
所

還
暦
の
今
が
青
春
風
光
る

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

尾
瀬
の
谷
雪
像
光
る
雪
ま
つ
り

ゆ
っ
く
り
と
一
茶
の
映
画
女
正
月

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

雪
月
夜
猫
と
ぼ
と
ぼ
と
影
連
れ
て

コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
た
だ
よ
う
春
隣

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

峡
に
沿
い
白
く
沸
き
立
つ
冬
の
靄

夕
焼
け
の
流
れ
る
メ
ロ
デ
ー
日
脚
伸
ぶ

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

雪
像
や
人
と
人
と
の
和
が
成
せ
り

白
銀
を
五
色
に
染
め
て
冬
花
火

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

リ
ホ
ー
ム
は
老
の
特
技
と
毛
糸
編
む

炬
燵
猫
耳
ま
で
洗
い
明
日
は
晴

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

か
り
そ
め
の
雪
華
の
木
立
瞬
け
り

こ
と
な
く
て
眺
む
る
雪
の
風
ま
か
せ

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

空
晴
れ
て
寒
紅
梅
の
冴
え
に
け
り

寒
梅
の
匂
ふ
井
戸
有
り
武
家
屋
敷

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

マ
ン
シ
ョ
ン
の
窓
よ
り
雪
の
富
士
見

ゆ
る

湯
豆
腐
を
楽
し
み
な
が
ら
夕
飼
か
な

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

嫁
話
さ
ん
ま
た
じ
た
じ
初
笑

春
立
つ
と
小
鳥
に
ぎ
わ
す
杜
の
朝

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

老
父
母
に
聞
か
せ
し
琴
の
冬
炬
燵

厳
し
さ
に
耐
え
春
を
待
つ
寒
椿

摺
渕
　
　
　
千
明
　
稔
子

雪
国
の
春
を
抱
い
て
峰
白
く

春
雨
や
な
ぜ
か
心
を
暖
め
る

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

霰
打
つ
春
の
陽
射
し
を
　
し
て

松
茸
の
香
り
遠
く
や
茶
碗
蒸
し

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

遠
く
住
む
孫
に
駆
け
寄
る
吹
雪
く
駅

亡
き
兄
に
良
く
似
た
コ
ー
ト
見
送
り
ぬ

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

北
風
や
一
家
団
欒
家
庭
灯

初
髪
の
い
と
や
は
ら
か
し
孫
の
髪

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

白
き
芽
の
わ
ず
か
に
動
く
猫
柳

頬
な
で
る
風
や
わ
ら
か
く
春
立
つ
日

○
片
品
村
俳
句
家
協
会
編
集
の
、
合
同
句
集
第

五
号
が
、
約
一
六
〇
頁
の
記
念
特
集
号
と
し

て
、
片
品
村
教
育
委
員
会
よ
り
発
刊
さ
れ
ま

し
た
。

会
員
二
十
二
名
の
各
代
表
作
二
十
五
句
に
、

故
七
人
の
作
品
も
付
記
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
、
又
は
俳
句

作
家
協
会
会
員
に
問
合
せ
て
下
さ
い
。
皆
様

に
、
御
愛
読
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
千
明
政
夫
）

生涯学習コーナー
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広報かたしな H14. 3

〜
訂
正
・
新
規
登
録
・
削
除
〜

平
成
十
四
年
度
の
生
涯
学
習
講
座

と
し
て
、
今
年
も
「
古
文
書
を
読
む

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

片
品
に
残
る
古
文
書
を
題
材
に
、

文
章
の
読
解
や
片
品
の
歴
史
に
つ
い

て
学
習
し
ま
す
。

特
に
講
師
は
設
け
ず
、
参
加
者
相

互
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
学
習
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
歴
史
に
興
味

の
あ
る
方
や
古
文
書
を
学
習
し
て
み

た
い
方
は
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

四
月
下
旬
よ
り
毎
月
一
回

開
催
、
合
計
十
二
回

午
後
一
時
三
〇
分
〜
午
後
四
時

場
　
所

片
品
村
中
央
公
民
館

二
階
　
小
会
議
室

募
集
人
数
・
募
集
期
間

特
に
人
数
制
限
も
締
め
切
り
も
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
申
込
み
は
随
時

可
能
で
す

申
込
み
先

教
育
委
員
会

1
（
58
）
２
１
１
１(

内
線
71)

社
会
教
育
担
当
ま
で

そ
の
他

そ
の
月
の
学
習
日
は
、
前

月
の
学
習
日
に
決
め
ま
す
。

「古文書を読む会」
について



片
品
中
学
校
（
治
田
正
校
長
　
二

五
五
人
）
二
年
、
風
穴
　
拓
（
か
ざ

あ
な
　
ひ
ら
く
）
君
（
花
咲
）
が
第

十
回
全
国
中
学
生
・
高
校
生
「
か
け

が
え
の
な
い
地
球
を
大
切
に
」
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催
・
世
界
自
然
保

護
基
金
他
）
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
応
募
総
数
五
〇
、
〇
九
六

点
の
中
か
ら
、
最
優
秀
者
は
わ
ず
か

十
一
名
と
い
う
栄
え
あ
る
受
賞
で

す
。
二
月
十
九
日
に
東
京
・
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
大
使
館
で
表
彰
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
副
賞
と
し
て
、
十
日
間

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
イ
ス
視
察
旅

行
が
贈
ら
れ
ま
す
。

自
然
の
恵
み
と
厳
し
さ
を
体
感

し
、
そ
の
大
切
さ
を
う
っ
た
え
な
が

ら
、
同
時
に
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
家
族

愛
も
読
み
取
れ
る
文
章
で
す
。

以
下
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。
自
然

の
中
に
暮
ら
し
て
い
る
幸
せ
と
責
任

を
も
う
一
度
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

環
境
破
壊
・
・
・
と
い
う
言
葉
を

聞
い
て
、
も
う
久
し
い
。
毎
日
の
天

気
予
報
や
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
て
も
、

〈
今
ま
で
に
無
い
〉
と
か
〈
地
球
温

暖
化
の
影
響
で
・
・
〉
と
い
っ
た
言

葉
が
頻
繁
に
出
て
く
る
。
僕
の
家
の

職
業
は
ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営
。
冬
は
雪

が
降
ら
な
い
と
死
活
問
題
だ
。
こ
こ

数
年
、
冬
が
近
付
く
と
天
気
予
報
の

降
雨
確
率
と
ニ
ラ
メ
ッ
コ
の
毎
日
が

続
く
。
雪
が
降
っ
て
欲
し
い
の
に
、

雨
が
降
れ
ば
な
お
最
悪
だ
。
す
で
に

積
も
っ
て
い
た
雪
も
解
け
て
し
ま
う
。

根
雪
が
充
分
に
つ
く
ま
で
ハ
ラ
ハ

ラ
・
ド
キ
ド
キ
の
毎
日
だ
・
・
・
春
の

遅
い
訪
れ
に
も
困
ら
せ
ら
れ
る
。
家

は
農
業
は
や
っ
て
い
な
い
が
、
遅
霜

や
時
な
ら
ぬ
ヒ
ョ
ウ
が
降
る
と
母
の

丹
精
し
た
草
花
は
打
撃
を
受
け
る
。

ま
し
て
や
近
く
の
農
家
の
人
た
ち
は
、

も
っ
と
深
刻
な
被
害
を
受
け
る
。
家

業
の
食
材
で
あ
る
地
元
野
菜
が
少
な

く
な
り
、
値
段
も
高
く
な
る
。・
・
・

変
な
夏
の
気
候
の
年
は
秋
の
紅
葉
も

冴
え
な
い
。
夏
は
ち
ゃ
ん
と
暑
く
て
、

雨
が
適
度
に
降
っ
て
、
そ
し
て
キ
〜

ン
と
冷
え
る
と
見
事
な
紅
葉
の
秋
が

来
る
の
だ
そ
う
だ
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
自
然
と
隣
り

合
わ
せ
で
暮
ら
す
僕
ら
は
、
自
然
の

恵
み
も
た
く
さ
ん
受
け
て
い
る
け
れ

ど
、
自
然
の
厳
し
さ
に
も
直
面
し
て

い
る
。
こ
の
片
品
村
に
は
　
世
界
に

誇
る
自
然
の
宝
庫
「
尾
瀬
」
が
あ
る
。

年
間
、
数
万
人
も
の
人
々
が
訪
れ
る

尾
瀬
に
は
、
地
球
が
失
っ
て
し
ま
い

そ
う
な
本
物
の
自
然
が
大
切
に
守
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
僕
の
暮
ら
す
家

は
、
近
年
話
題
の
ブ
ナ
に
全
山
お
お

わ
れ
た
上
州
武
尊
山
の
ふ
も
と
に
あ

る
。「
自
然
の
守
り
神
と
言
わ
れ
る
ブ

ナ
の
木
は
、
山
を
守
り
、
川
を
守
り
、

海
を
守
る
木
だ
」
・
・
・
と
い
う
の
が

母
の
口
ぐ
せ
で
あ
る
。
母
は
ペ
ン
シ

ョ
ン
に
泊
ま
る
お
客
さ
ん
た
ち
に
事

あ
る
ご
と
に
、
ブ
ナ
の
木
の
魅
力
や

ブ
ナ
の
木
が
ど
れ
ほ
ど
自
然
を
守
る

役
目
を
し
て
い
る
の
か
を
語
っ
て
い

る
。
・
・
・
で
も
、
そ
ん
な
話
を
耳
に

タ
コ
が
出
来
る
く
ら
い
聞
い
て
い
る

僕
は
、
ど
れ
く
ら
い
そ
の
大
切
さ
を

感
じ
取
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
・
・
。

自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
当
た
り

前
、
そ
し
て
い
つ
ま
で
も
「
自
然
は

失
わ
れ
な
い
」
と
勘
違
い
し
て
い
な

い
だ
ろ
う
か
・
・
・
。
こ
ん
な
に
四

季
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
美
し
い
自

然
の
真
っ
只
中
に
生
活
し
て
い
る
こ

と
へ
の
感
謝
と
か
、
そ
の
自
然
を
守

る
努
力
は
足
り
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
・
・
？

自
分
た
ち
の
村
が
今
、
持
っ
て
い

る
貴
重
な
財
産
が
何
で
あ
る
の
か
、

そ
れ
は
ど
う
や
っ
た
ら
守
っ
て
い
け

る
の
か
、
も
し
失
っ
て
し
ま
っ
た
ら

ど
ん
な
苦
し
み
や
悲
し
み
を
呼
ん
で

し
ま
う
の
か
・
・
・
そ
れ
を
、
僕
ら

は
も
っ
と
真
剣
に
学
ば
な
く
て
は
い

け
な
い
と
思
う
。
と
て
も
よ
く
言
わ

れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
け
れ
ど
、

失
っ
て
か
ら
で
は
も
う
遅
い
の
だ
か

ら
・
・
・
。
そ
れ
が
こ
の
村
に
生
ま

れ
育
っ
て
い
る
僕
ら
の
使
命
だ
と
思

う
。

生涯学習コーナー

４月４月

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

☆
生
涯
学
習
講
座
関
係

・
古
文
書
を
読
む
会

・
書
道
教
室

☆
青
少
推
、
子
育
連
関
係

・
青
少
推
会
議

・
子
育
連
総
会

☆
ス
ポ
少
関
係

・
野
球
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

☆
社
会
体
育
関
係

・
体
育
指
導
員
辞
令
交
付
式

・
体
育
協
会
総
会

☆
文
化
協
会
関
係

・
文
化
協
会
総
会

☆
婦
人
会
関
係

・
婦
人
会
総
会

☆
社
会
教
育
全
般

・
社
会
教
育
委
員
会
議

・
文
化
財
調
査
員
会
議

・
新
生
活
運
動
推
進
連
絡
協
議

会
☆
学
校
関
係

・
始
業
式
、
入
学
式

・
離
退
任
式

◆
片
小

・
授
業
参
観
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

◆
北
小

・
交
通
安
全
教
室

・
授
業
参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

◆
南
小

・
授
業
参
観
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

◆
武
小

・
授
業
参
観
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

◆
片
中

・
環
境
奉
仕
日

下
旬

第
一
・
三
日
曜

下
旬

下
旬

下
旬

未
定

未
定

下
旬

中
〜
下
旬

下
旬

下
旬

未
定

８
日

12
日

26
日

23
日

26
日

26
日

26
日

未
定

※
予
定
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

4

広報かたしな H14. 3

風
穴
　
拓
君
（
片
品
中
二
年
）

全
国
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
受
賞

「
僕
ら
の
村
に
は
尾
瀬
が
あ
る

僕
ら
の
山
に
は
ブ
ナ
が
あ
る
」

片
品
村
立
片
品
中
学
校
二
年

風
　
穴
　
　
　
拓
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消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定

申
告
が
必
要
な
方
は
、
次
に
該
当
す

る
方
で
す
。

・
平
成
十
一
年
中
の
課
税
売
上
高
が

三
千
万
円
を
越
え
る
事
業
者

・
平
成
十
一
年
中
の
課
税
売
上
高
が

三
千
万
円
以
下
の
事
業
者
で
「
消
費

税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」
を
提

出
し
て
い
る
事
業
者

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定

申
告
に
は
「
簡
易
課
税
用
」
と
「
一

般
用
」
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

・
平
成
十
一
年
中
の
課
税
売
上
高
が

二
億
円
以
下
の
課
税
事
業
者
で
、

「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出

書
」
を
提
出
し
て
い
る
方
は
「
簡
易

課
税
用
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
平
成
十
一
年
中
の
課
税
売
上
高
が

二
億
円
を
超
え
る
課
税
事
業
者
ま
た

は
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
し
て
い
な

い
課
税
事
業
者
の
方
は
「
一
般
用
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ

た
申
告
を
し
ま
す
と
、
不
足
の
税
金

を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
不
足
額
の

十
五
％
ま
た
は
十
％
の
加
算
税
が
賦

課
さ
れ
、
さ
ら
に
納
付
の
日
ま
で
滞

納
税
も
加
算
さ
れ
ま
す
。

必
ず
期
限
内
に
正
し
い
申
告
と
納

税
を
お
願
い
し
ま
す
。

振
替
納
税
の
利
用
を

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
の
納
税
方
法
に
、
口
座
振
替

に
よ
る
納
税
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
と
納
税
の
手

数
が
少
な
く
な
り
、
ま
た
、
納
期
限

を
忘
れ
、
滞
納
と
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
な
く
な
り
便
利
で
す
。

問
合
せ
先

役
場
税
務
課
（
内
線
37
）

沼
田
税
務
署
1
（
22
）
２
１
３
１

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
み

な
さ
ん
の
健
康
を
守
る
大
切
な
制
度

で
す
。
健
康
だ
と
思
っ
て
い
て
も
病

気
や
ケ
ガ
は
突
然
の
も
の
。
そ
ん
な

時
、
治
療
費
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
給
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が
国

保
で
す
。

次
の
グ
ラ
フ
は
、
片
品
村
に
お
け

る
一
人
当
た
り
の
医
療
費
と
国
保
税

の
負
担
額
を
載
せ
た
も
の
で
す
。
医

療
費
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
横
這

い
状
態
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
国

保
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
一
年
度

に
大
き
く
落
ち
込
み
、
年
々
収
納
額

が
低
下
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

納
め
た
国
保
税
の
二
倍
以
上
の
医
療

費
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
国
保
制
度
を
支
え
て

い
る
の
は
、
国
保
加
入
者
一
人
ひ
と

り
の
納
め
て
い
る
国
保
税
な
の
で
す
。

広報かたしな H14. 3

個人事業者の方へ

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
と
納
税
は
正
し
く
お
早
め
に

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
と
納
税
は
正
し
く
お
早
め
に

確
定
申
告
が
必
要
な
方
は

正
し
い
申
告
で
期
限
内
に

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
は
二
種
類

個
人
事
業
者
の
平
成
十
三
年
分
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告

と
納
税
は
平
成
十
四
年
四
月
一
日(

月)

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
お
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

片品村における１人当たりの医療費(上)と国保税負担額(下)

８年

169,941医 療 費

国 保 税

154,588 168,573 164,364 160,579

68,157 67,937 66,073 61,648 65,904

９年 10年 11年 12年

180,000

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0
８年 ９年 10年 11年 12年

医療費
国保税 みんなで支える

みんなの国保
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広報かたしな H14. 3

平成14年４月から国民年金の
納付方法などが変わります。

＊納付書の発行と保険料の納付先
現在、片品村が発行している納付書は平成14年４月

より、社会保険庁（国）から発行することになります。
また、保険料の納付先も片品村ではなく、社会保険庁

（国）となります。

＊保険料を納付できる金融機関の拡大
現在、国民年金保険料は、市町村ごとに指定した金融

機関で納付していますが、納付方法の変更により、全国
の銀行・郵便局・農協などで納付できるようになります。
また、口座振替についても、同様な金融機関を利用し

ていただけます。（現在、口座振替で納付している人は、
引き続き利用することができます。）

※半額免除制度の導入
一定の所得基準のもと、保険料の半額の納付を要しな

い「半額免除制度」が新たに導入されます。

※第三号被保険者関係届
現在、片品村を経由して届出されている第三号被保険

者関係届は、配偶者（第二号被保険者）の勤務先を経由
して届出することになります。

Part.17

March
３月

上　 above , on top of 下　 below , under

前　 in front of 後ろ behind

中, 内　inside 外　 outside

X  is  above Y .（XはYの上です。）

X  is  below Y. （XはYの下です）

X 
Y

Y 
X

問題．（ ）の中に入る単語は？

The book is (          ) the table.

Q１

答え　Q１.above   Q２.below   Q３.inside   Q４.outside

Q２ Q３ Q４

The car is (          ) the house.

「
ウ
ド
の
大
木
」
と
い
っ

て
も
ウ
ド
は
木
で
は
な
く
、

ウ
コ
ギ
科
の
多
年
草
。
山
地

に
自
生
し
ま
す
が
、
古
く
か

ら
畑
で
も
栽
培
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
ご
ろ
、
勢
い
よ
く
伸

び
た
若
芽
を
土
や
も
み
が
ら

で
覆
い
、
茎
を
白
く
軟
ら
か
に
成
長

さ
せ
、
掘
り
取
っ
て
食
べ
ま
す
。
香

り
が
よ
い
の
で
、
生
で
食
べ
た
り
、

お
ひ
た
し
や
和
え
物
、
煮
物
に
し
た

り
し
て
、
風
味
を
楽
し
み
ま
す
。

ウ
ド
の
異
称
「
独
活
」
は
イ
ヌ
ウ

ド
の
根
を
干
し
た
漢
方
の
薬
名
。
強

い
香
り
が
あ
り
、
煎
じ
て
飲
む
発
汗

剤
、
解
熱
剤
、
鎮
痛
剤
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

ウ
ド
は
成
長
す
る
と
、
高

さ
が
二
メ
ー
ト
ル
に
も
達

し
、
ま
た
白
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
が
、

そ
う
な
る
と
食
用
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
使
え
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
「
ウ
ド
の
大
木
」

は
体
ば
か
り
大
き
く
て
役
に
立
た
な

い
人
の
た
と
え
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

樋
口
一
葉
の
小
説
「
わ
か
れ
道
」

で
、
背
の
低
い
傘
屋
の
吉
が
「
独
活

の
大
木
は
役
に
立
た
な
い
、
山
椒
は

小
粒
で
珍
重
さ
れ
る
」
と
い
ば
る
一

節
が
あ
り
ま
す
。「
ウ
ド
の
大
木
」

の
反
対
は
、
ピ
リ
リ
と
か
ら
い
「
山

椒
は
小
粒
」
と
い
う
わ
け
で
す
。

金
融
機
関
に
預
け
て
い
る
預
金

は
、
預
金
保
険
制
度
に
よ
り
、
そ
の

金
融
機
関
が
破
綻
し
た
場
合
で
も
、

本
年
三
月
ま
で
は
全
額
が
保
護
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
八
年
か

ら
の
特
例
措
置
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
三
月
に
は

特
例
措
置
は
終
了
し
ま
す
。

四
月
以
降
で
も
、
一
つ
の
金
融
機

関
ご
と
に
預
金
者
一
人
当
た
り
元
本

一
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
は
保
障

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
千
万
円
を
超
え
る
部
分

は
、
破
綻
金
融
機
関
の
財
産

の
状
況
に
応
じ
て
支
払
わ
れ

ま
す
の
で
、
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
一
千
万
円
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
千

万
円
は
あ
く
ま
で
も
最
低
保
障
で

す
。こ

の
よ
う
に
、
四
月
か
ら
は
原
則

に
戻
っ
て
、
金
融
機
関
が
破
綻
し
た

場
合
に
、
元
本
一
千
万
円
ま
で
と
そ

の
利
息
を
超
え
る
部
分
が
カ
ッ
ト
さ

れ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ

れ
を
ペ
イ
オ
フ
解
禁
と
呼
ん
で
い
ま

す
。な

お
、
当
座
預
金
、
普
通
預
金
な

ど
に
つ
い
て
は
、
来
年
三
月
末
ま
で
、

引
き
続
き
全
額
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

ウ ド の 大 木

ペ
イ
オ
フ
解
禁
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こ
れ
ま
で
保
健
福
祉
事
務
所
が
窓

口
に
な
っ
て
い
た
次
の
事
業
が
平
成

十
四
年
四
月
一
日
か
ら
市
町
村
へ
移

り
ま
す
。

〇
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
申

請
受
付
・
交
付
及
び
取
得
の
た

め
の
相
談
等

〇
精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
公
費
負

担
の
申
請
受
付
・
交
付
及
び
相

談
等

〇
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
（
生

活
訓
練
施
設
、
福
祉
ホ
ー
ム
、

通
所
授
産
施
設
、
小
規
模
通
所

授
産
施
設
、
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
）
の
利
用
に
関
す
る
相
談
、

助
言
、
あ
っ
せ
ん
等

〇
精
神
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
）
の
利
用
に
関
す
る
相
談
、

助
言
、
あ
っ
せ
ん
等

〇
精
神
障
害
者
社
会
適
応
訓
練
事
業

（
協
力
事
業
所
に
お
け
る
職
場
訓

練
）
に
関
す
る
相
談
、
助
言
、
あ

っ
せ
ん
等

問
合
せ
先

役
場
住
民
課
障
害
福
祉
係(

内
線
35)

沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

1（
23
）
２
１
８
５

創
立
二
〇
周
年
を
迎
え
る
、「
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
」
マ
ス

タ
ー
ズ
陸
上
競
技
連
盟
で
は
、
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
三
つ
の
柱
「
走
・

跳
・
投
」
を
正
し
く
マ
ス
タ
ー
し
、

健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
し

ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
先

群
馬
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
連
盟

1
０
２
７
‐
２
２
１
‐
６
９
８
１

第
二
十
七
回
伝
承
古
典
芸
能
祭

日
　
時

四
月
十
四
日(

日)

九
時
三
〇
分
〜
十
六
時

場
　
所

利
根
沼
田
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
は
無
料
で
す

第
七
回
利
根
沼
田
郡
市
民
写
真
展

日
　
時

四
月
九
日(

火)

〜
十
四
日(

日)

九
時
〜
十
七
時

（
最
終
日
は
十
六
時
ま
で
）

場
　
所

利
根
沼
田
文
化
会
館

展
示
室(

四
階)

入
場
は
無
料
で
す

平
成
十
三
年
中
、
利
根
沼
田
地

区
で
の
交
通
無
事
故
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
片
品
村
が
準
優
勝
に
な

り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
、
交
通
安
全
に
対
し

積
極
的
に
関
心
を
持
た
れ
て
き
た

結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
軽
傷
の
人
身
事
故
、

酒
酔
い
運
転
、
速
度
超
過
が
ま
だ

目
立
ち
ま
す
の
で
、
評
価
点
数
に

甘
ん
ず
る
事
無
く
、
こ
れ
か
ら
も

交
通
事
故
が
一
件
で
も
減
る
よ
う

ま
た
、
交
通
違
反
を
し
な
い
よ
う

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
、

安
心
で
安
全
な
村
づ
く
り
を
お
願

い
し
ま
す
。

広報かたしな H14. 3

精
神
保
健
福
祉
業
務
の

窓
口
が
変
わ
り
ま
す

群
馬
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

競
技
連
盟
会
員
募
集

利
根
沼
田

文
化
会
館
か
ら

利
根
沼
田
地
区
交
通
無
事
故
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

片
品
村
が
準
優
勝

昨
年
北
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
、
八
月
一
日
か
ら
供
用
開
始
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
越
本
・
土
出
（
一
部

を
除
く
）の
皆
様
の
ご
家
庭
で
は
水

洗
ト
イ
レ
を
使
用
す
る
こ
と
や
台

所
・
浴
室
・
洗
濯
の
汚
水
も
下
水
道

に
流
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

美
し
い
自
然
を
守
り
、
景
観
を
き

れ
い
に
し
、
快
適
な
生
活
を
送
る
た

め
に
皆
様
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

加
入
手
続
き
等
に
つ
き
ま
し
は
指
定

工
事
店
ま
た
は
役
場
ダ
ム
対
策
課
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
加
入
で
き
る
の
は
公
共
マ
ス
が
設

置
し
て
あ
る
家
庭
で
す
。

四
月
一
日
か
ら
越
本
・
土
出
の
一

部
の
地
域
で
供
用
開
始
に
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
役
場
ダ
ム
対

策
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

片
品
村
下
水
道
条
例
に
よ
り
、
指

定
を
受
け
た
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

㈲
尾
瀬
鉄
工
　
片
品
村
越
本

小
坂
建
設
㈱
　
沼
田
市
上
沼
須
町

※
下
水
道
排
水
設
備
の
工
事
は
片
品

村
の
指
定
を
受
け
た
者
で
な
け
れ
ば

行
う
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

清
潔
で
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

の
た
め
に
下
水
道
加
入
を

下
水
道
供
用
開
始
（
追
加
）

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店

の
追
加
に
つ
い
て
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こ
の
資
金
は

自
営
業
者
や
パ
ー
ト
労
働
者
が
失

業
し
た
場
合
や
雇
用
保
険
の
求
職
者

給
付
期
間
が
切
れ
た
場
合
に
、
生
計

の
維
持
が
困
難
と
な
っ
た
世
帯
に
対

し
て
、
生
活
資
金
を
貸
し
付
け
る
制

度
で
す
。

貸
付
対
象

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯

・
生
計
中
心
者
の
失
業
に
よ
り
生
計

の
維
持
が
困
難

・
生
計
中
心
者
の
就
労
が
可
能
な
状

態
で
あ
り
、
求
職
活
動
等
仕
事
に

就
く
努
力
を
し
て
い
る

・
生
計
中
心
者
の
就
労
に
よ
り
世
帯

の
自
立
が
見
込
め
る

・
生
計
中
心
者
が
離
職
の
日
か
ら
二

年
（
特
別
の
場
合
は
三
年
）
を
超

え
て
い
な
い

・
生
計
中
心
者
が
雇
用
保
険
の
一
般

求
職
者
給
付
を
受
給
中
で
な
い

資
金
使
途

生
活
資
金

貸
付
条
件

○
限
度
額
　
月
額
二
〇
万
円
以
内

（
最
大
貸
付
額
二
四
〇
万
円
）

○
貸
付
期
間
　
離
職
の
日
か
ら
二
年

以
内
（
特
別
の
場
合
は
三
年
）
を

超
え
て
は
な
ら
な
い

○
年
　
利
　
三
％

（
措
置
期
間
中
は
無
利
子
）

○
連
帯
保
証
人
　
原
則
と
し
て
二
人

償
還
方
法

〇
措
置
期
間
　
最
終
貸
付
日
の
属
す

る
月
か
ら
六
カ
月

○
償
還
期
間
　
措
置
期
間
経
過
後
五

年
以
内

申
込
み
方
法
所
定
の
申
込
み
用
紙

申
込
み
用
紙
配
布
場
所

住
所
地
の
社
会
福
祉
協
議
会

問
合
せ
先

県
庁
保
健
福
祉
課

1
０
２
７
‐
２
２
６
‐
２
５
１
９

5
０
２
７
‐
２
２
１
‐
１
１
２
１

県
社
会
福
祉
協
議
会
　

1
０
２
７
‐
２
５
５
‐
６
０
３
１

5
０
２
７
‐
２
５
５
‐
６
１
７
３

広報かたしな H14. 3

お知らせ�お知らせ�

離
職
者
支
援
資
金
の

貸
し
付
け
が
始
ま
り
ま
し
た

国民健康保険税
水 道 料

国民年金保険料
納期は３月29日です

納期は４月１日です

12 期
２・３月分

３月分

今月の納期は

至渋川

前橋市役所

群馬大橋

R17

R50

R1
7

前橋
テルサ

中央大橋

利
根
川

至
高
崎

現パスポート
センター

至桐生

前橋駅

警察
本部

駐
車
場

本庁舎

県議会

県
民
ひ
ろ
ば

昭和庁舎

新パスポートセンター

移転日
平成14年４月１日(月)

移転先
県庁昭和庁舎１階

1０２７－２２５－１２０１

(４月１日からの電話番号です)

受　付
月曜日～金曜日

８時45分～16時30分

日曜日

８時45分～16時30分

(交付のみ)

パスポートセンターが
県庁へ移転します
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本を参考にしながら、
画数や響きなどから父
親が決めました。
21世紀をたくましく

生きてほしいと言う思
いが込められています。

将来どんな人になってほしいですか

くん（H13．４．24生）

鏑木　彰・みゆき さん（土出）のお子さん
命名

人口と世帯(平成14年２月１日現在)世帯数 1,796世帯(±０) 男 3,022人(±０) 女3,122人(－２) 計6,144人(－２）

フレッシュ・ヤング No.84

大世

３月産まれなので、
春っぽく女らしい名前
がいいなと思い、いく
つか候補を挙げた中で
画数を見てもらい、一
番合う名前にしました。

将来どんな人になってほしいですか
とにかく健康で、誰

からも好かれるような、
明るく素直なやさしい
子になってほしいと思
います。

ちゃん（H13．３．21生）

松浦文男・清美 さん（戸倉）のお子さん

命名 花帆
久 保 恭 子さ

ん 越本（20才）

お
め
で
た

�

星
野
　
　
裕
　
女
　
蘭
　
菜
　
土
　
出

鹿
野
　
直
樹
　
女
　
由
樹
菜
　
花
　
咲

千
明
　
和
夫
　
女
　
愛
　
歩
　
東
小
川

星
野
　
　
透
　
女
　
明
日
香
　
須
賀
川

戸
丸
　
智
博
　
女
　
真
　
優
　
花
　
咲

星
野
　
政
之
　
女
　
真
　
彩
　
花
　
咲

小
澤
　
佳
範
　
男
　
優
　
歌
　
越
　
本

星
野
　
道
成
　
女
　
未
　
優
　
須
賀
川

結
婚
さ
れ
た
方
々
　
四
組

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
三
人

○
鈴
木
　
哲
也

千
葉
市

中
山
真
紀
子

土
　
出

○
小
林
　
圭
介

鎌
　
田

飛
田
　
佳
子

鎌
　
田

○
竹
田
　
亮
一

東
京
都

横
坂
　
珠
代

鎌
　
田

○
小
沢
　
　
真

埼
玉
県

田
村
　
美
保

鎌
　
田

((((

田
邊
　
照
太
　
八
〇
歳

下
　
平

萩
原
　
次
夫
　
七
〇
歳

戸
　
倉

星
野
さ
だ
子
　
七
五
歳

須
賀
川

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
届

出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

窓
　
口
　
か
　
ら

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
八
人

一
月
二
十
日
〜
二
月
十
九
日

■両親の名前：ちはる
■職業は何ですか：片品農協のスタンドで働いていま
す。いつも笑顔で頑張りたいと思います。

■趣味は何ですか：中学生の頃からやっているバレー
ボールです。今は郡民バレーに入っています。チー
ムプレーなのでメンバー一丸となって、今年も頑張
りたいと思います。
あとは、休日に買い物に行ったり、出掛けること

です。
■片品をどう思いますか：買い物に行ったりする時
に、少し不便を感じますが、自然に恵まれたとても
環境の良い所だと思います。私にとって、とても住
みやすい所です。

■好きな異性のタイプ：一緒にいて楽しい人がいいで
す。

か　ほ

たいせい

く ぼ きょう こ

ら
　
　

な

ゆ

き

な

あ

ゆ
み

あ

す

か

ま

ひ
ろ

ま

あ
や

ゆ
う

た

み

ゆ

誰からも親しまれる、
心の豊かな人に成長し
てほしいと思います。
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広報かたしな H14. 3

水
資
源
開
発
公
団
に
お
い
て
は
、

こ
の
た
び
、
国
土
交
通
大
臣
意
見
を

踏
ま
え
て
補
正
を
し
た
「
利
根
川
水

系
戸
倉
ダ
ム
建
設
事
業
環
境
影
響
評

価
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
評

価
書
、
そ
の
要
約
書
、
国
土
交
通
大

臣
意
見
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま

す
。

縦
覧
期
間

平
成
十
四
年
三
月
六
日(

水)

〜

四
月
五
日(

金)

縦
覧
場
所

・
片
品
村
役
場
ダ
ム
対
策
課

九
時
三
〇
分
〜
十
七
時

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

・
水
資
源
開
発
公
団

戸
倉
ダ
ム
建
設
所

九
時
三
〇
分
〜
十
九
時

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

・
群
馬
県
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

九
時
三
〇
分
〜
十
九
時

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

・
水
資
源
開
発
公
団
本
社

二
階
二
〇
四
会
議
室

（
東
京
都
港
区
赤
坂
五
―
三
―
三
）

九
時
三
〇
分
〜
十
九
時

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

利
根
川
水
系
戸
倉
ダ
ム
建
設
事

業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
書
の

縦
覧
に
つ
い
て

広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。




